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６
月
６
日
午
前
１
時
す
ぎ
、
常
磐
線
の
北
松
戸
―
松

戸
駅
間
で
、
最
終
電
車
と
線
路
保
守
に
使
う
機
材
運
搬

用
の
台
車
が
衝
突
し
ま
し
た
。
幸
い
乗
客
に
け
が
は
な

く
、
線
路
上
の
作
業
員
も
逃
げ
て
無
事
で
し
た
。

　

本
来
は
、
作
業
責
任
者
が
運
行
終
了
後
に
指
示
を
受

け
て
作
業
を
始
め
る
決
ま
り
で
す
が
、
こ
の
日
は
誤
っ

て
指
示
前
に
作
業
に
入
っ
て
い
た
と
の
こ
と
で
す
。

　「
安
全
管
理
に
関
す
る
指
示
は
し
な
い
」

　

今
回
の
衝
突
事
故
に
は
明
確
な
背
景
が
あ
り
ま
す
。

99
年
２
月
の
山
手
貨
物
線
事
故
で
す
。
臨
時
の
回
送
列

の
よ
う
な
対
応
が
行
な
わ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

　

当
時
、
Ｊ
Ｒ
東
が
出
し
た
文
書
に
は
「
障
害
事
故
に

対
す
る
注
意
や
安
全
管
理
に
関
す
る
内
容
に
つ
い
て
、

指
示
も
し
く
は
そ
れ
に
近
い
行
為
が
あ
っ
た
場
合
は
、

そ
の
行
為
自
体
が
施
行
管
理
と
見
な
さ
れ
、
当
社
が
特

定
元
方
事
業
者
と
見
な
さ
れ
る
お
そ
れ
が
出
て
く
る
た

め
、
当
社
は
作
業
安
全
上
の
注
意
事
項
は
記
入
し
な
い

こ
と
と
す
る
」
と
あ
り
ま
す
。

　

つ
ま
り
「
特
定
元
方
事
業
者
」
の
責
任
を
逃
れ
、
偽

装
請
負
で
は
な
い
形
式
を
整
え
る
た
め
に
「
安
全
管
理

に
関
す
る
指
示
は
し
な
い
」
と
い
う
内
部
文
書
を
出
し

た
の
で
す
。

　
外
注
化
と
責
任
逃
れ
で
安
全
が
崩
壊

　

に
わ
か
に
は
信
じ
ら
れ
な
い
こ
と
で
す
が
本
当
の
こ

と
で
す
。
一
昨
年
の
川
崎
駅
脱
線
衝
突
事
故
な
ど
同
様

の
事
故
が
繰
り
返
さ
れ
る
直
接
・
間
接
の
原
因
が
こ
こ

に
あ
り
ま
す
。

　

山
手
線
の
電
化
柱
倒
壊
、
籠
原
駅
で
の
漏
電
・
炎
上
、

毎
日
の
よ
う
に
遅
れ
続
け
る
電
車
…
…
鉄
道
の
安
全
が

深
刻
な
レ
ベ
ル
で
崩
壊
し
て
い
ま
す
。

　

根
本
原
因
は
、
鉄
道
業
務
の
丸
投
げ
外
注
化
と
Ｊ
Ｒ

東
日
本
の
責
任
逃
れ
で
す
。
冨
田
社
長
自
身
が
「
水
平

分
業
の
深
度
化
」
が
事
故
多
発
の
「
背
後
要
因
」
だ
と

自
ら
認
め
て
い
る
ほ
ど
で
す
。
こ
の
ま
ま
で
は
本
当
に

重
大
な
事
故
が
起
き
か
ね
ま
せ
ん
。
Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
、

外
注
化
と
責
任
逃
れ
を
今
す
ぐ
や
め
よ
！

常磐線で最終電車と台車が衝突
このままでは重大事故

車
の
通
過
を
知
ら
せ
て

い
な
か
っ
た
た
め
保
線

作
業
中
の
下
請
け
労
働

者
５
人
が
触
車
し
死
亡

し
た
事
故
で
す
。

　

驚
く
こ
と
に
Ｊ
Ｒ
東

日
本
は
事
故
翌
年
、「
保

安
打
合
せ
票
」
を
改
訂

し
、
作
業
安
全
上
の
注

意
事
項
欄
や
、
保
安
要

員
・
作
業
員
人
数
の
記

入
欄
を
な
く
し
た
の
で

す
。
こ
れ
に
よ
り
Ｊ
Ｒ

は
、
発
注
し
た
作
業
人

員
数
さ
え
把
握
し
な
く

な
り
ま
し
た
。
な
ぜ
こ


